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１．概要（Summary） 

生物種（オオムギ染色体）を生物試料とし、集束イオン

ビームによる標準的な観察法を開発する。細胞分裂中

期に構築される遺伝物資の担体である染色体を構成する

クロマチン構造について、ナノ可視化法を用いて明らかに

した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高精細集束イオンビーム装置(NanoFab/Helium Ion 

Microscope) 

【実験方法】 

オオムギならびにヒト培養細胞を培養後、同調化ならび

に単離した染色体をシリコンウエハー上に展開し、0.5% 

ionic liquid (IL)で処理し、HIMの観察の前にタングス

テンコーティングを施し、集束イオンビーム装置を用い

て観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

研究結果として以下の 3点を確立した。1) 効果的な生

物試料としてのオオムギ染色体試料の調整法の開発、2) 

HIM での観察と染色体外部のクロマチン構造の解明、3) 

カルシウムイオンの染色体凝縮についての効果の解明を

行った。 

脱水処理を避けた定常状態に近いオオムギ染色体を

高収率で分離する技術を開発できた。HIM と画像解析

の結果、染色体表面のクロマチン繊維のユニットサイズは

11.6±3.5 nm であり、従来のクロマチンネットワークモデ

ルに一致したことを証明した。Fig. 1 のように染色体機能

部位である染色体末端と動原体付近で凝縮度が異なるこ

とを明らかにした。その結果、染色体のような水分を含む

柔らかい生物材料に用いた場合も、自然状態の構造を維

持しながら、詳細なナノレベルでの表面構造を明らかにす

ることが可能となった。 

 
Fig. 1 HIM images. Left; HIM image of Barley 

chromosome. (a) Telomere region, (b) Centromere 

region, Scale bars, left 500 nm, (a), (b) 100 nm. 
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